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卒後臨床研修委員会　委員長　辻　　靖博　
この３月で安部先生が定年となり、この４月から委員長の大役を担うこととなりました辻です。
研修医の皆さん、あらためてどうぞよろしくお願いします。これまで副委員長としてこの委員会
に長く携わっていたので、おおよその流れは把握していますが、何分、副委員長と言いながらも
ほとんどすべての仕事を安部先生にお任せしていたので、実のところ何をどう進めたらいいのか
わからず戸惑いだらけの毎日ですが、研修医の皆さんの笑顔に癒されながら頑張っていきたいと
思いますので、どうぞそれなりに頼りにしてやってください。前任の安部先生は、頼りがいのあ
る優しいお母さんといった人柄で、歴代の研修医たち皆に大変好かれていましたが、私もせめて
一部の研修医だけでも好かれるように頑張ります。
さて、１年次の皆さんは、毎日が新鮮ながらも、不安でいっぱいの毎日を過ごしていると思い
ますが、はたして大学に入学した時の気持ちと同じでしょうか、やはり違うでしょうか？
正直、同じでは困りますよ。あなた方は社会人になったのですから。その自覚をもって毎日を体験していきましょう。２年次の
皆さんはこの１年、昨年４月に思い描いていた通りの１年になりましたか？
あと１年しかありませんが、悔いの残らない１年にしていきましょう。すべての研修医の皆さん、何事にも興味をもって、何事
にもしっかり食らいついて悔いの残らない充実した毎日を送ってください！
私も、佐々木先生、森山先生、田代先生、三島さん、福田さんと結託してできるだけの援助をしていきたいと思います。

卒後研修委員会委員長に就任して

理　　念
プライマリ・ケアから高度な医療まで幅広い経験を積むとともに、様々な医療従事者と密接な連携のもとで多くの患者に接することに
より、医師として必要な人格を育み、広く社会の医療福祉に貢献できる人材を育成する。

基本方針
①臨床医として必要なプライマリ・ケアの基本的な診療能力（知識・技能・態度）を習得する。
②人としても信頼される人格・素養を身につけ、思いやりの心を持って患者およびその家族に向き合い患者中心の全人的医療を行える。
③チーム医療の一員としての役割を理解し、他職種と協働して診療することができるコミュニケーション能力を身につける。
④医療安全の本質を理解し、実践する能力を身につける。
⑤地域の中核病院としての役割を理解し、健康の保持、疾病の予防から社会復帰に至る医療全般の責任を有することを自覚し、行動できる。

地域の中核病院としての機能を有する当院において、最新の医療施術及び情報を提供し、病院全体として医師の臨
床研修を積極的に支援する。

初期臨床研修

臨床研修病院としての役割



長い間、当院の初期臨床研修を担当していた

だいた安部先生が令和４年３月末で卒業を迎

えられました。約10年、その間たくさんの研修

医が先生のもとを巣立っていきました。時には

厳しく、時には母のように優しく見守っていただ

きました。この日は、安部先生のもとで初期

研修を行った先生方からのメッセージをアルバ

ムにまとめ、感謝の気持ちを込めて安部先生

にお渡ししました。安部先生！本当にありがと

うございました。　　　　　　　　　　　　
※�今回、当院で初期研修を修了されたたくさんの先生方から安部先生へのメッ
セージをいただきました。本当にありがとうございました。この場をお借り
して御礼申し上げます。

令和３年度の修了式が執り行われ、病院長から一人ひとりに修了証が授与されました。
コロナ禍で制限もあり、いろいろ大変なこともあったと思いますが、８名揃ってこの
日を迎えることができました。
研修を修了した先生方、修了おめでとうございます！２年間の研修、本当にお疲れさ
までした。
新たな門出にエールを送り、今後のご活躍を祈念しています。

令和３年度も様々な研修会、症例検討会に参加しました

令和3年度臨床研修修了式を執り行いました

研修の様子です

防災机上訓練

病理症例検討会

安部先生、ありがとうございました


